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力したF年でもありました。そこで学んだことを背景も
含めて述べたいと思います。
私が顧問をしている女子バスケットボール部は、I年
生L人、G年生I人、F年生L人が所属していました。
はじめ、どのように指導していくのがベストなのか考え
ながら、選手と人間関係を築いていくのに必死でした。
自分の思いがなかなか伝わらないこと、徹底して取り組
んでいればと後悔したこと、選手が一生懸命なぜしない
のかと悩んだことなど、毎日悩んでいました。I年生が
引退するまでは、選手と一緒になって練習メニューを組
み立て、一生懸命に練習に励んだのが今でも目に浮かび
ます。夏の大会が終わり、I年生が引退し、I年生から
F・G年生に送ったメッセージの中で、「今のメンバー
を大切にして欲しい」という言葉がありました。私は、
K月から女子バスケットボール部の顧問として任せら
れ、それまでの部活動がどんな環境であったのか知らな
いままだったと気づきました。その言葉を聞いたとき、
チームの意思統一、相手を思う気持ちが必要だと感じま
した。新チームになり、チームでの約束、礼儀、思いや
りを徹底することを決め、夏休みの練習に励みました。
技術指導をするという時間よりも生活面や人の話を聞く
姿勢などの生徒指導の部分に多く時間を費やしました。
また、女子バスケットボール部の「勉強会」もしました。
チームメイトと過ごす時間や先輩・後輩の交流を深め
て、チームの活力にしたいと思い取り入れました。この
夏休みの取り組みの結果、チームという意識が少しずつ
芽生え、そこからチームの雰囲気は良くなっていきまし
た。練習の内容も以前に比べて一生懸命に取り組んでい
る姿が見えます。自分が課外指導員をしているときに、
選手を自分のレールにのせようと日々取り組んでいまし
た。しかし、今自分の部活動指導をしていると、その以
前の指導は良いものであったのか疑問に思うようにな
り、現在では、色んな先生や指導者の考えをヒントに選
手（生徒）の個性を生かし、そのときのチームに合った
指導法を考えて練習に取り組んでいます。この考え方に
至るまでに、ある先生の一言がありました。「自分に自
信をもって、太い幹をもって指導するといいよ」でした。
このF年間を通して、部活動の指導においても自信を
もって指導することが大切であることを学びましたま
た、部活動指導ができる環境であることに感謝しないと
いけないとあわせて感じています。K月から自分の学生
時代にやっていたバスケットボールを教えられること
は、すごく有難いことだと思います。そして、女子バス
ケットボール部に所属している多くの生徒がいたからこ
そここまで部活動指導に励むことができています。生徒
の保護者の方々にも、心から感謝しています。
私は、部活動指導で、「気持ち」を重要視してきまし
た。その部分を重要視して良かったと思えたF年でし
た。気持ちで人とつながる、相手を思いやれる、チーム
のためにやるという前向きな方向に向かうことができま
した。これから自分自身も今の自分に満足せずにどんど
ん前に向かって進んでいきたいです。「チームの目標は
ベストKになること」、「自分の目標はバスケットボール
の公認審判になること」を次年度は取り組みたいです。
言葉で語るのは簡単ですが、有言実行していきたいで
す。
．最後に
私はこのF年で、新任教員であったとしても生徒や保
護者からは教員として見られるという責任の重さを学ぶ
ことができました。
この新任F年を通して、さまざまな面で支えていただ
いた向島中学校の先生方へ心から感謝の気持ちと御礼を
申し上げます。また、新任F年目の指導教員である安村
公男先生には、熱心なご指導ありがとうございました。
そして、京都市教員になることに当たりたくさんのサ
ポートをしていただいた善明宣夫教授、小谷正登教授に
改めて感謝申し上げます。これからもっと日々努力し、
お世話になった先生方から学んだことを自分に活かし、
さらなる成長をしていきたいです。
今回、新任教員代表としてこのような文章を書く機会
を与えていただき、教員F年目を一つひとつじっくりと
振り返るとともに今後の目標を考え、自分自身を見つめ
直す貴重な経験ができました。このような教職センター
の方々にこの場をお借りして御礼を申し上げます。
（つじうち しょうご・京都市立向島中学校教諭）
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